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そ
の
存
在
は
知
ら
れ
な
が
ら
も
、県
教
委
の
調
査
で
は
場
所
が
不
明
と
な
っ
て
い
た
の

が
今
回
の
王
子
城
。ぜ
ひ
と
も
位
置
を
特
定
し
よ
う
と
意
気
込
ん
で
登
っ
た
も
の
の
、尾
根

筋
を
間
違
え
て
ど
れ
だ
け
進
ん
で
も
ひ
た
す
ら
山
道…

…

。山
中
を
散
々
彷
徨
っ
た
末
、よ

う
や
く
た
ど
り
つ
い
た
城
跡
は
麓
か
ら
程
近
い
場
所
で
し
た
。下
調
べ
は
重
要
で
す
！

　
　

安
芸
高
田
市
歴
史
民
俗
博
物
館

      　
　
　
　

学
芸
員　

秋
本
哲
治

シ
リ
ー
ズ「
お
城
拝
見
！
」 

第
三
十
六
回

編
集
後
記

　
資
源
物
回
収
に
よ
り
地
域
の
絆
が
生

ま
れ
、
ま
た
民
泊
に
よ
り
普
段
の
生
活

と
は
違
っ
た
刺
激
が
生
ま
れ
…
…

　
生
ま
れ
る
と
い
え
ば
、
最
近
身
近
な

人
に
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
私
の
子
ど
も
が
生
ま
れ
た

時
の
こ
と
も
鮮
明
に
蘇
っ
て
き
ま
し

た
。

　
授
か
り
も
の
の
赤
ち
ゃ
ん
、
皆
様
に

も
そ
れ
ぞ
れ
の
ド
ラ
マ
が
あ
っ
た
こ
と

で
し
ょ
う
。

　
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
健
や
か
な

成
長
を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
今
日

こ
の
頃
で
す
。　
　
　
　
　
　（
浮
田
）

　
今
ま
で
何
気
な
く
捨
て
て
い
た
ゴ
ミ

を
、「
こ
れ
も
、
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る

ん
だ
な
ぁ
」
と
思
い
な
が
ら
、
し
ば
し

手
の
中
に
と
ど
め
て
見
つ
め
る
よ
う
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
分
別
は
き
っ

ち
り
や
っ
て
い
た
つ
も
り
で
す
が
、
こ

の
よ
う
な
気
持
ち
を
抱
く
よ
う
に
な
る

と
は
…

『
ゴ
ミ
も
見
方
を
変
え
れ
ば
、
宝
』
そ

う
思
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　（
稲
田
）

　
地
域
振
興
の
た
め
に
頑
張
っ
て
お
ら

れ
る
方
の
お
話
を
聞
く
と
、
本
当
に
頭

が
下
が
る
思
い
に
な
り
ま
す
。
そ
し

て
、
そ
の
よ
う
に
地
域
の
た
め
に
力
を

尽
く
さ
れ
て
い
る
方
を
市
民
の
皆
さ
ん

に
も
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
広

報
紙
を
作
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。　
　（
田
村
）

【 

登
城
ガ
イ
ド 

】

標
高
／
２
８
６
ｍ
、比
高
／
約
80
ｍ

史
跡
指
定
／
未
指
定

城
　
主
／
福
原
氏
？

登
城
時
間
／
南
山
麓
か
ら
約
20
分

王
子
城

お
う

じ

じ
ょ
う

《
向
原
町
戸
島
》立

地
：
戸
島
の
中
央
を
貫
く
戸
島
川
に
せ
り
出
し
た
長
い
尾
根
の
先
端
に
あ
り
、長
谷
木
城
と
向

か
い
合
っ
て
い
ま
す
。ま
た
理
由
は
不
明
で
す
が
、戸
島
川
の
東
岸
で
唯
一
の
城
跡
で
す
。

歴
史
：「
福
原
備
前
守
」の
城
と
の
伝
承
が
あ
り
ま
す
が
、確
か
な
こ
と
は
不
明
で
す
。豊
島（
江
戸

時
代
以
前
の
表
記
）は
戦
国
時
代
に
毛
利
氏
か
ら
福
原
氏
や
粟
屋
氏
へ
部
分
的
に
給
地
が

さ
れ
て
お
り
、対
岸
の
塩
屋
城
や
長
谷
木
城
は
粟
屋
氏
の
城
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。ま

た
、周
辺
の
鳴
石
山
神
社
や
滝
の
観
音
に
伝
わ
っ
て
い
た
棟
札
に
福
原
出
羽
守
貞
俊
の
名

前
が
あ
り
、福
原
氏
と
の
深
い
関
係
も
う
か
が
え
ま
す
。

城
跡
：
基
本
的
に
郭
は
①
の
み
で
、北
西
を
向
き
、背
後
の
尾
根
続
き
に
土
塁
を
伴
う
２
重
堀
切
と

竪
堀
が
１
本
残
り
ま
す
。堀
切
の
中
央
に
狭
い
通
路
を
残
し
た
土
橋
が
明
瞭
に
残
り
、背
後

か
ら
の
攻
撃
を
遮
断
し
て
い
ま
す
。所
々
に
石
積
の
痕
跡
も
あ
り
、小
さ
い
な
が
ら
も
丁
寧

な
造
り
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、軍
事
性
は
そ
れ
ほ
ど
強
い
城
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

考
察
：「
福
原
備
前
守
」は
出
羽
守
貞
俊
の
誤
り
と
思
わ
れ
ま
す
。た
だ
し
福
原
貞
俊
は
16
世
紀
後

半
の
毛
利
氏
の
最
高
幹
部
で
あ
り
、こ
の
城
主
と
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。一
方
、江
戸
時
代

中
期
の「
高
田
郡
村
々
覚
書
」に
、戸
島
に
福
原
家
来
の「
貞
近
雅
楽
殿
」の
屋
敷
跡
が
あ
る

と
の
記
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
、福
原
氏
家
臣
の
城
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。麓
に
近

く
、小
規
模
な
城
で
あ
る
こ
と
か
ら
屋
敷
と
し
て
使
わ
れ
た
こ
と
も
否
定
で
き
ま
せ
ん
。

と
　

し
ま

で
　

わ
の
か
み
さ
だ
と
し

2重堀切と土橋（北西側より撮影）

王子城遠望（西側より撮影） 周辺位置図

王子城略測図（作図　秋本哲治）
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担当部署名 事務事業名 事業概要・目標
福祉保健部 保健医療課

高 齢 者
福 祉 課

市 民 総 ヘ ル
パー推進事業
（健康倍増事業）

①生活習慣病患者を対象に、重症化を防止するための個別支援
プログラムを実施し、当該患者の自己管理能力の向上と医療
費の適正化を図ります。

②湧永庭園ウォークや健康あきたかた21市民ウォーキングの開
催、並びに『あるきんさい・動きんさい運動』を推進し、市
民の運動習慣の定着と健康づくり意識の高揚を目指します。

　（目標）
　・湧永庭園ウォーキング　　　　参加者　1,000名
　・市民ウォーキング　　　　　　参加者　　250名
　・あるきんさい・動きんさい運動　達成者　100名
③生活・介護サポーター養成講座を開催し、本年度50名の生活・
介護サポーターを養成します。

産業振興部 地域営農課 農地利用対策事業 農業の担い手育成と効率的な農地利用を行うため、集落説明会
により集落の合意形成を推進し、平成26年3月までに新たに20
地区の人・農地プランの作成を行います。

地産地消推進事業 給食センターへの地場産野菜の使用率について年間30％（重量
ベース）を達成します。

建 設 部 住宅政策課
市民生活課

住宅対策の充実
（婚活・若者・定
住促進支援事業）

①子育て・婚活世代への支援として、「向ヶ丘・上甲立・えのき」
子育て・婚活定住促進団地の分譲を行います。平成25年度は
8区画の分譲を目指します。

②空家バンク新規登録物件5件以上を目指します。
③魅力アップセミナーとイベント等を開催し、結婚成立カップ
ル３組以上を目指します。

建 設 課 幹線道路の整備
（合併支援緊急道
路の整備促進）

合併支援緊急道路の整備を促進します。
①「東広島高田道路（向原吉田道路）」の早期開通を目指し、吉
田地区・正力地区の残りの用地・補償契約を締結するととも
に、地元等の調整を行いながら工事の促進を図ります。また、
吉田地区の排水対策調査や、建設残土の受け入れ候補地につ
いて地元関係者、地権者との調整及び精査を行います。

②一般県道原田吉田線の改良促進を図ります。
幹線道路の整備
（ 国 道 沿 線 活
性 化 事 業 ）

可部バイパス、尾道松江線の開通を見通して、国道54号沿線の
魅力を高めるための施設として、｢道の駅｣ について国土交通省
と連携し、地域振興施設の基本設計、運営計画の策定及び用地
調査を行います。

上下水道課 水洗化の向上
（下水道の整備）

平成26年度末に市全体の水洗化率の目標を64.9％としていま
す。そのため平成25年度末の目標を63.3％とし、下水道の普
及啓発を図り、生活環境の向上を目指します。

未給水区域解消
（水道の整備）

①美土里町横田地区の水道未普及地域解消のため、施設の詳細
設計及び工事に着手します。

②甲田町山田地区の未給水区域の解消のため配水施設を整備し
ます。ポンプ施設1カ所、配水管の布設工事を実施します。

③未給水区域解消のため、水源調査を実施します。
教 育 委 員
会 事 務 局

教育総務課 学校規模適正
化推進事業

小学校の規模適正化推進を図り、4統合区のうち2統合区におい
て平成25年10月末までに統合準備委員会を設立します。

学校耐震化
推 進 事 業

学校施設の耐震化を推進し、耐震化率を95％に伸ばします。（小
学校の規模適正化計画において、廃止となる小学校校舎を除き、
全ての棟の耐震化を完了します。）

生涯学習課 甲 立 古 墳
保存活用事業

甲立古墳の国史跡指定申請に伴う確認調査を完了させます。併
せて出土遺物（埴輪等）の保全を図るため取り上げを行い・復元・
公開を行います。
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　安芸高田市では、平成21年度より、部局横断的に情報の共有が必要な
政策的かつ重点事業等について、毎月庁内会議で進捗状況を報告しあい、
職員間での情報の共有と合意形成の確立を図っています。
　本号では、本年度、安芸高田市が取り組む主要な事務事業について設定
された目標等を公表するとともに、昨年度取り組んだ主要な事務事業の目
標達成状況についてあわせて公表いたします。なお、11月号では、目標
に対する上半期の進捗状況を報告する予定です。

安芸高田市の
 「仕事目標」

担当部署名 事務事業名 事業概要・目標
企画振興部 政策企画課 生涯学習セン

ター整備事業
現存の若者センターを改修するとともに、ホール等の機能を有
する施設を新築し、平成25年9月末までに生涯学習センターを
整備します。

未来創造事業
（ＰＲ事業）

本市が、神楽のメッカであることを内外にＰＲしていくため、
高校生の神楽甲子園を7月に、また大都市公演を3月末までに企
画実施します。

未 来 創 造 事 業
（特産品強化事業）

神楽をテーマにしたお土産やグルメを3月末までに開発し、観光
消費額の増加を目指します。

情報政策課 地域情報化推進事業
（ 光 ネ ッ ト ワ ー
ク 整 備 事 業 ）

平成25年9月末までに甲田町向原町地域の引込線、宅内配線工
事、お太助フォン設置を行います。平成25年度は、お太助フォ
ン加入率83％以上、インターネット27％以上を目指します。

地域情報化推進事業
（ＪＡ有線放送設
備撤去事業・固定
系 防 災 行 政 無 線
設備等撤去事業）

①ＪＡの有線放送設備の無償譲渡を受け、平成27年3月末まで
に市において各戸の保安器からケーブル、有線柱を撤去します。

②固定系防災行政無線設備及び無線アクセス設備の撤去を平成
26年3月末までに行います。

市 民 部 市民生活課 環 境 基 本 計
画 実 施 事 業
(新エネルギー・
省エネルギーの
普及啓発事業）

①省エネルギーの観点から、太陽光発電機器の設置数を個人住
宅100世帯、事業所10個所を目指します。

②新エネルギーとして、市内に存する再生可能エネルギーの継
続調査を実施し、エネルギービジョンの策定を通して市独自
の活用に向け検討・検証を行います。

ご み 減 量 化 対 策
（資源ごみ補助事業）

①芸北きれいセンターに持ち込まれるゴミ処理量を前年度より
削減するため、地域の資源ごみ（古紙・アルミ缶・スチール缶・
ペットボトル・廃食油）の地域団体による回収量820ｔを目
指します。

②生ごみの減量を図るため、生ごみ処理機50台を普及し、事業
所系一般廃棄物の排出削減のための啓発と資源化を図ります。

③きれいセンターや北広島町との連携を強化します。
④ごみの資源化を促進するためモデル地区を定め、分別項目の
増加を目指します。

福祉保健部 子育て支援課 24時間保育の充実
（保育所の適正
な 配 置 事 業 と
民間委託事業）

①平成23年3月に策定した『安芸高田市保育所規模適正化推進
計画』に基づき、公立保育所の適正配置並びに民間活力の活
用による指定管理者制度の導入等について、具体化に向けた
基本方針を決定し、必要な手続き等の整備を図ります。

②ファミリーサポート事業の協力者を増やし、24時間保育を支
援します。

平成25年度の目標
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担当部署名 事務事業名 事業概要 目　標 成　果

福
祉
保
健
部

子
育
て
支
援
課

子育て支
援の充実

　子育て支援センターでの一時預かり・病後児預かり
事業について、子育て家庭へ制度利用の周知を図ります。
　安心して子育てができる24時間保育体制の充実を
図ります。向原こばと園について、民間移管に向けて
円滑な事業推進を図ります。

・子育て支援センターでの一時預かり・病後児預かり
事業について、平成24年度末には事前登録人数80
名を目指します。
・ファミリーサポートセンター事業と補完・連携して
「24時間保育体制」の充実を図ります。
・向原こばと園は平成26年４月開園に向け、設立運営
法人による建設工事を平成25年１月に着手します。

・事前登録人数105名
・両事業を相互に補完（連携）する形で利用の促進と運営を実施し、
「24時間保育体制」を拡充
・建設工事平成２５年３月着手（12月完成予定）

産
業
振
興
部

地
域
営
農
課

地産地消
推進事業

　地産地消行動計画実施計画に基づき、学校給食の担
当者や関係機関等との、協議会を継続・発展させ、給
食センターの地場産品使用率並びに地産地消率の向上
を目指します。

・給食センターの地場産野菜の使用率について、当面
30％（重量ベース）を目指します。
・「三矢ブランド」を３品目から5品目へ、「あきたか
たのたからブランド」を79品目から90品目へ増加
を目指します。

・給食センターの地場産野菜使用率は26％と昨年を1.9ポイント上
回りました。
・三矢ブランドは品目数は増えていませんが、白ネギを使ったドレッ
シングの試作を行いました。
・あきたかたのたからブランドは89品目となりました。

ふるさと
応援の会
推進事業

　「ふるさと応援の会」を組織強化し安芸高田市の活性
化を図ります。

　会員数2,500名を目標に組織強化を図るとともに、
会の組織を通じた特産品や農産物等の販売ルートの確
立を目指します。

・会員数は2,226名となり、広島支部も立ち上げました。
・東日本大震災チャリティーコンサートの開催、施設優待券の使用
促進、会報発行などを行いました。
・神楽東京公演において、事業団・JAとの連携により、地元の米や
特産品を販売しPRしました。

商
工
観
光
課

観光振興
事 業

　地域経済の活性化を図る観光推進体制を整備します。 ・市内一円の観光協会設立に向けて人材育成や組織体
制の検討を行います。

・発足後の協会の事務を円滑に行うため、商工観光課内で人材の研
修を行いました。
・設立準備組織を設け、既存組織等との協議を含め、観光協会の組
織構成・運営形態及び業務内容について協議を行い、平成25年度
の早い時期に設立総会が開催される見込みとなりました。

農
業
委
員

会
事
務
局

耕作放棄地
対 策 事 業

　耕作放棄地の現地実態調査に基づき、解消に向けた
広報や具体的な手法により、農地の有効利用を図ります。

　耕作放棄地８ha減少を目指します。 農家・法人による農地の保全管理、営農再開その他により８.18ha
減少しました。

建
設
部

住
宅
政
策
課

（
市
民
生
活
課
）

婚 活・ 若
者・定住促
進支援事業

・子育て・婚活団地支援として、向ヶ丘・上甲立定住
促進団地の分譲を行います。
・結婚の支援並びに結婚を希望する男女の出会いの機
会の創出のため、交流イベントを開催します。

・全26区画中　6区画の分譲を行います。
・結婚成立カップル３組以上を目指します。

・全26区画中　10区画の分譲を行いました。
・結婚成立カップルが、5組ありました。

建　

設　

課

国道・県
道 整 備
促進事業

【東広島高田道路】
・用地補償
　吉田側全体　用地７筆　建物２戸
　正力側全体　用地７筆　建物１戸
・工事
　除草対策工事

　地域高規格道路東広島高田道路の早期の完成を目指
し、広島県と連携を密にして着実に事業を推進します。

・用地補償の正力側について、用地5筆、建物１戸と契約締結しました。
・用地補償の吉田側について、用地6筆、建物1戸と契約締結しました。
・除草対策として、吉田側の除草・防草シートと正力側の除草を実
施しました。
・正力側について、土石流防止施設工事を発注しました。
（工期　平成24年11月23日～平成25年6月28日）

【国道54号可部バイパス】
・用地補償
　土地収用手続き、用地取得100㎡
・工事
　道路改良（三入地区L=600m大林地区L=700m）
　橋梁上部（山倉川OFFランプ橋L=11m、山倉川側
道橋L=11m　専隆寺川橋L=22m）

　可部バイパス事業促進のため要望活動を継続的に行
います。

・土地収用による用地取得は4月末の予定。
・工事については、繰越工事3件と三入地区の工事が完成しました。
今年度については8月以降に6件の工事が発注されました。
・事業促進のために、国及び広島市へ要望活動を実施しました。

【一般県道原田吉田線】
・用地補償
　用地取得２名
・工事
　土工、水路工

　一般県道原田吉田線の改良事業については、広島県
と連携を密にして着実に事業を推進します。

・用地買収が完了した区間について、工事発注されました。
・2期工区分の測量設計・地質調査業務を行いました。（L=700m）

上
下
水
道
課

下水道整
備 事 業

　下水道等排水設備設置普及促進補助金交付制度の活
用と併せて、下水道等の加入促進を図り、生活環境を
改善します。

　市全体の下水道の普及を図り、水洗化率60.4％以
上を目指します。

　平成24年度の下水道等の加入件数は、公共88件・特環35件・農
集20件・コミプラ1件・浄化槽100件、合計244件ありました。
　平成24年度末の市全体の水洗化率(人口)は、61.8％になりました。

教
育
委
員
会
事
務
局

教
育
総
務
課

学 校 耐
震 化
推進事業

　小中学校施設の耐震補強工事を推進します。
・小中学校施設の耐震補強工事（実施設計、補強・改
修工事等）…可愛小学校屋体、甲立小学校屋体、小
田小学校屋体、小田東小学校屋体、向原小学校屋体、
甲田中学校校舎、八千代中学校屋体、向原中学校屋
体

　平成24年度末で、小中学校施設の耐震化率を90％
以上にします。

・小中学校施設の耐震補強工事を行いました。
　前年度からの繰越事業　八千代中学校屋体、甲田中学校校舎、甲
立小学校屋体、向原小学校屋体の耐震・改修工事は終了。
　平成24年度事業4施設の内　向原中学校屋体の工事・改修工事を
終了。
　教育施設67施設中58施設の工事完了
　耐震化率は86.5%
　平成24年度事業の残り3施設　可愛小学校屋体、小田小学校屋体、
小田東小学校屋体は年度内に実施設計は終了したが、工事・工事監
理については、平成25年度への繰越としました。

生
涯
学
習
課

甲立古墳
調査事業

　国・県の史跡指定に向け、古墳の試掘調査を継続実
施します。

　第３期確認調査を行い、平成２４年１１月中に成果
を現地説明会で公表します。

　確認調査業務は11月30日に完了しました。
　11月27日に現地説明会を開催するとともに、市ホームページで
調査の概要について公表いたしました。
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担当部署名 事務事業名 事業概要 目　標 成　果

総
務
部

危
機
管
理
室

自 主 防 災
組織の設立
促 進 事 業

　組織率として100％である自主防災組織に対し、本市
独自の強化策として、連絡網の整備の確立組織を増や
します。

　平成25年３月末で、組織率を85％に引上げます。 平成25年3月末　77組織
86.8%（11,507世帯/13,256世帯）

防 犯 灯
ＬＥＤ化
促進事業

　市内の地元管理防犯灯について、消費電力削減や器
具の耐久力向上の観点からＬＥＤ化を促進します。

　平成24年度完了を目標に、地元管理分の把握を行い
ながら予算要求を行いLED化への移行を目指します。

平成24年度をもって事業完了
※平成25年4月から、新たな制度で実施するよう「防犯灯設置事業
補助金交付要綱」を定めました。

企
画
振
興
部

政
策
企
画
課

葬斎場整備
・運営事業

　葬斎場本体工事、水道管敷設、主要地方道右折レー
ンの工事を行います。葬斎場の運営方針を策定し、管
理運営体制を確立します。

　平成25年４月１日の供用開始を目指し、工事及び運
営準備を平成25年３月末までに完了させます。

平成25年3月末までに全ての工事を完了させ、4月1日から業務を
開始しました。

生涯学習
センター
整備事業

　向原町の生涯学習・文化活動の拠点を確保するため、
現存の若者センターを改修するとともに、ホール等の
機能を有する施設を新築します。

　平成25年３月末で全体の80％を実施します。 平成24年9月に建築工事に着手しました。
あわせて、工期を平成25年9月末と見直し、現在事業を推進してい
ます。平成25年3月末進捗率は26％（計画26％）です。

土師ダム
周辺整備
事 業

　サイクリングターミナルの新築工事を完了させると
ともに周辺整備等を行います。

・サイクリングターミナルの新築工事及び幼児向けの
遊具を平成25年３月までに完了させます。

・日本グランドゴルフ協会公認コース整備工事を平成
24年７月末までに完了させます。

サイクリングターミナルは工事完了させ、4月1日から正式にオープ
ンしました。
遊具は、6月完了をめざし事業推進中です。
グラウンドゴルフの公認コースは、平成24年8月にオープンしまし
た。
3月末まで5,358人の利用があり好評を得ています。（9-11月平均
1,200人）

未来創造
事 業

　地域の魅力である「毛利元就」と「神楽」をテーマ
に観光交流事業を展開し、雇用の創出、そして定住人
口の増加を目指す諸事業を実施します。

・高校生の神楽甲子園を平成24年７月に開催します。
・神楽サミットを平成24年12月に開催します。
・大都市公演を平成25年１月に開催します。
・誘客のための交通手段の確保を行います。

・高校生の神楽甲子園は、新たに四国、九州からの出演を得、計10
校が参加し、7月28日に開催しました。1,600人の来場がありま
した。

・神楽東京公演を、平成25年1月19日に東京日本橋において開催
しました。

・旅行エージェントが企画実施する広島市内から神楽門前湯治村へ
のバスツアーを実現させました。

　  6-8月　  8回実施　101名　平均13人/回
　12-3月　12回実施　181名　平均15人/回

情
報
政
策
課

光ネット
ワ ー ク
整備事業

　光通信を利用したブロードバンド環境の充実ととも
に、市民のみなさまの安心・便利な暮らしをサポート
することを目的として、各世帯にお知らせ端末を配備
します。

・平成25年３月までに市内全域幹線・支線敷設工事を
完了させます。

・平成25年３月までに吉田町・八千代町・美土里町・
高宮町の各世帯へ引込み線を敷設してお知らせ端末
を設置します。

・甲田町・向原町の各世帯への引込み線敷設、お知ら
せ端末設置は平成25年度に行います。

・地元事業説明会　523行政区で開催
・工事実施工程　88.9％完了
・光ケーブル敷設（幹線支線）
　７５９㎞ /804㎞（94.4％）
・お太助フォン申込状況
　4町　6,552世帯（加入率80.2％）
　その他事業所法人集会所等653件申し込み

市
民
部

市
民
生
活
課

環境対策
事 業

　地球温暖化の防止、環境保全意識の高揚及び住民の
リサイクル意識の向上を図るため、環境対策事業補助
金を交付し事業の推進を図ります。

・住宅用太陽光発電システムの設置数を50件以上とし
ます。

・資源ごみの回収量を896ｔ以上とします。
・再生可能エネルギー（太陽光・水力・風力・バイオ
マス等）を調査し、利用の可能性を研究・検討します。
・第１回エコフェアーを参加人数500人を目標に開催
します。

・住宅用太陽光発電システム設置数は110件でした。
・資源ごみ回収量は786.7ｔとなり、達成率は約88％でした。（平
成25年3月30日現在）

（ 古 紙700,249kg、 ア ル ミ 缶41,397kg、 ス チ ー ル 缶
22,223kg、ペットボトル22,813kg）

・平成25年3月21日に再生可能エネルギー導入ビジョン策定委員
会を開催し、「再生可能エネルギー導入ビジョン」策定に向けた議
論を行っています。

・平成24年10月28日、第1回かんきょう祭inあきたかた～2012
発見～を開催し、参加者500人を達成しました。

人
権
多
文
化

共
生
推
進
室

多文化共生
推 進 事 業

　在住外国人が地域の構成員として共に生活していく
ため、推進プランの策定やリレー講座の開催、多文化
共生交流事業の支援などを実施します。

　平成25年３月までに協議会を立上げ、「安芸高田市
多文化共生プラン」を策定します。
　安芸高田市の活力維持のため、外国人特区について
検討します。

　平成24年７月６日第１回安芸高田市多文化共生推進会議を設立し
「安芸高田市多文化共生プラン」を策定しました。
　外国人特区については、安芸高田市工業会や国の機関と協議を行っ
ています。

福
祉
保
健
部

高
齢
者
福
祉
課

市民総ヘ
ル パ ー
推進事業

　地域の共助を原動力として、市民に広く介護技術、
介護知識の普及を図り、地域全体での介護力の向上を
図ります。

・生活・介護サポーター養成講座を年１回３会場で開
催し、１００名の生活・介護サポーターを養成します。
・高齢者や障害者の見回り体制を確立します。
・ボランティア活動に対するボランティア・ポイント
制度を創設します。

・ 生活・介護サポーター養成講座修了者38名
・高齢者や障害者見守り対象者の把握を、民生･児童委員からの情報
提供によって行い、新たに90名の対象者増となった。平成25年
3月から322名の登録訪問員によって、462名の見守り等を開始
しました。

･ 安心生活創造事業（高齢者や障害者の見守り活動等の生活基盤支
援を行う有償ボランティア）で登録訪問員へ支払う委託料をポイ
ント化し、平成25年度から開始いたします。（お太助ポイント制度）

平成24年度　安芸高田市の「仕事目標」の成果
　平成24年度に取り組んだ「仕事目標」について、昨年の「広報あきたかた」6月号で目標、11月号
では上半期の進捗状況を掲載しました。本号では、目標達成状況（成果）を報告します。
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JOCジュニアオリンピックカップ
2013年度全日本ジュニアレスリング選手権大会
【男子ジュニアの部　74㎏】
末本　隼哉さん（三次高校）

全国大会出場　おめでとうございます。

民生委員児童委員
　（任期：平成25年11月30日まで）
・田原次郎さん
　（担当地区：吉田町　２丁目、３丁目、川手）
・岸野邦子さん
　（担当地区：吉田町　４丁目）

民生委員児童委員に委嘱されました

教育委員(新)
永岡　サヨ子さん

教育委員(旧)
佐々木　哲志さん

　これまで教育委員を務められた佐々木　哲志
さんの任期満了に伴い、平成25年4月28日付
で永岡　サヨ子さんが、教育委員に任命されま
した。
　任期は、平成25年4月28日から平成29年
4月27日の4年間です。

教育委員会委員が決まりました

　

高
宮
町
下
川
根
。30
年
後
を
見
据
え
、

こ
の
地
域
を
守
ろ
う
と
、
活
動
さ
れ
て

い
る
方
が
い
ま
す
。

「
下
川
根
に
人
を
集
め
る
に
は
、
柚
子

が
一
番
。
下
川
根
ほ
ど
、
柚
子
の
栽
培

に
適
し
た
土
地
を
私
は
知
り
ま
せ
ん
」

　

そ
う
語
る
の
は
、
小
田 

信
雄（
60
）

さ
ん
。
下
川
根
に
自
宅
の
あ
る
小
田
さ

ん
は
、
笹
薮
や
休
耕
田
、
古
い
桑
畑
を

整
備
し
て
、
柚
子
の
苗
木
を
植
え
る
活

動
を
し
て
い
ま
す
。

「
柚
子
は
、
霧
が
か
か
る
土
地
で
栽
培

す
る
の
が
適
し
て
い
ま
す
。
冬
に
霜
が

降
り
た
と
き
、
太
陽
の
光
で
急
速
に
解

凍
さ
れ
た
ら
、
木
が
ダ
メ
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
が
、
10
時
ぐ
ら
い
ま
で
少
な

い
日
差
し
の
中
で
ゆ
っ
く
り
と
解
凍
さ

れ
た
ら
、
木
は
凍
害
を
受
け
ず
に
成
長

し
て
い
き
ま
す
」

　

寒
い
環
境
で
育
っ
た
柚
子
ほ
ど
、
実

が
し
ま
っ
て
、
い
い
品
質
に
な
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
に
は
、
霜
と
い

う
大
敵
が
。
そ
の
点
、
山
に
囲
ま
れ
て

い
て
、
す
ぐ
そ
ば
を
江
の
川
が
流
れ
て

い
る
下
川
根
は
、
寒
い
日
ほ
ど
立
ち
込

め
る
濃
い
霧
が
味
方
し
て
く
れ
る
た

め
、
柚
子
の
栽
培
に
最
適
な
の
だ
そ
う

で
す
。

「
仕
事
を
定
年
し
て
帰
っ
て
き
た
人
に

も
手
伝
い
を
頼
ん
で
、
柚
子
を
ど
ん
ど

ん
増
や
し
て
い
き
た
い
。
目
標
は
１
、

０
０
０
本
。
下
川
根
に
日
本
一
の
柚
子

園
を
作
り
た
い
で
す
ね
」

　

そ
う
意
気
込
む
小
田
さ
ん
は
、昨
年
、

２
８
０
本
の
柚
子
の
苗
木
を
植
え
ま
し

た
。
笹
薮
や
休
耕
田
を
利
用
す
る
の
で

す
か
ら
、
草
刈
等
も
大
変
。
土
地
の
整

備
だ
け
で
一
苦
労
で
す
。

　

そ
れ
で
も
、
柚
子
を
植
え
、
育
て
る

こ
と
に
情
熱
を
傾
け
る
小
田
さ
ん
。
そ

れ
は
、
下
川
根
と
い
う
地
域
か
ら
人
が

流
出
す
る
の
を
な
ん
と
か
防
ぎ
た
い
と

考
え
て
い
る
か
ら
で
す
。

「
産
業
が
あ
れ
ば
、
人
は
集
ま
り
ま
す
。

柚
子
は
計
算
が
成
り
立
つ
産
業
だ
と
私

は
考
え
て
い
ま
す
。
産
業
と
し
て
や
っ

て
い
く
た
め
に
、
収
穫
が
簡
単
な
背
の

低
い
柚
子
の
木
を
育
て
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
し
、
量
も
増
や
し
て
、
よ
そ
の

地
域
か
ら
人
を
雇
え
る
ま
で
に
な
れ
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

柚
子
で
下
川
根
を
元
気
に
。
小
田
さ

ん
の
思
い
は
、
そ
の
一
点
に
尽
き
る
の

で
し
ょ
う
。

　

柚
子
の
花
が
咲
く
に
は
10
年
ほ
ど
か

か
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
小
田
さ
ん
が

植
え
た
柚
子
が
花
を
つ
け
た
と
き
、
下

川
根
が
活
気
に
満
ち
て
い
る
姿
を
想
像

す
る
の
が
楽
し
く
な
っ
て
き
そ
う
で
す
。

30
年
後
も
、
残
し
た
い
。

柚
子
の
花
咲
く
、
下
川
根
の
景
観
を
。

小田信雄さん

柚子の木栽培の講習の様子
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市長
　コラム

ワイド版

第 回

「
少
子
化
・
子
育
て
支
援
」
施
策
の
重
要
性

　

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
が
、

本
年
3
月
に
公
表
し
た
将
来
推
計
人
口
に

よ
る
と
、
安
芸
高
田
市
の
人
口
は
２
０
４
０

年
に
は
、
現
在
よ
り
約
1
万
人
減
少
し

２
０
、８
３
１
人
に
な
る
と
推
計
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
人
口
に
占
め
る
65
歳
以
上
の
割

合
（
高
齢
化
率
）
も
現
在
の
35
％
か
ら
46
％

に
大
幅
に
上
昇
し
、
二
人
に
一
人
は
高
齢
者

と
い
う
超
高
齢
化
の
時
代
を
迎
え
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。少
子
高
齢
化
が
止
ま
ら
な
い
中
、

こ
の
人
口
減
少
へ
の
対
応
は
本
市
の
み
に
限

ら
ず
、
今
や
日
本
全
体
に
共
通
し
た
大
き
な

課
題
と
言
え
ま
す
。

　

と
り
わ
け
、
過
疎
化
が
進
行
す
る
本
市
に

お
い
て
は
、
今
後
の
人
口
減
少
に
よ
り
集
落

機
能
を
維
持
す
る
こ
と
が
困
難
な
『
限
界
集

落
』
と
言
わ
れ
る
集
落
も
多
数
出
現
す
る
こ

と
も
予
想
さ
れ
、
地
域
や
市
民
の
生
活
を
守

る
対
策
が
急
務
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

特
に
高
齢
化
の
進
展
に
伴
う
福
祉
・
医
療
・

介
護
な
ど
の
経
費
の
増
加
は
市
財
政
へ
の
影

響
は
避
け
て
通
れ
な
い
大
き
な
課
題
で
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
少
子
化
と
と
も
に
核
家
族

化
が
一
層
に
進
む
こ
と
も
予
想
さ
れ
、
子
育

て
へ
の
悩
み
や
不
安
、
ス
ト
レ
ス
な
ど
、
子

育
て
支
援
が
必
要
な
世
帯
も
こ
れ
ま
で
以
上

に
増
え
て
く
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

誰
も
が
安
心
し
て
子
育
て
を
す
る
た
め
に

は
、
地
域
社
会
全
体
で
そ
の
地
域
に
住
む

子
育
て
世
帯
を
支
え
見
守
り
、
と
も
に
地
域

で
育
て
る
と
い
う
気
持
ち
が
大
切
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
の
超
高
齢
化
社
会
を
支
え
る

若
者
世
代
の
支
援
「
子
育
て
支
援
」
が
、
今

後
の
安
芸
高
田
市
を
持
続
し
、
さ
ら
に
発
展

さ
せ
る
た
め
に
、
必
要
不
可
欠
な
最
重
点
課

題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
課
題
に
最
優
先
で
取
り
組
む

こ
と
が
、
本
市
へ
の
「
若
者
の
定
住
・
移
住
」

を
促
す
と
と
も
に
、
本
市
か
ら
の
若
者
の
流

出
防
止
に
つ
な
が
り
、
人
口
減
対
策
に
寄
与

で
き
る
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

安
芸
高
田
市
で
は
、
子
育
て
支
援
対
策
と

し
て
、
①
24
時
間
保
育
の
実
施
（
保
育
所
待

機
児
童
の
解
消
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、
病

後
児
保
育
、
公
立
保
育
所
の
土
曜
終
日
保
育

の
実
施
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業
に
よ

る
日
曜
、
祝
日
保
育
）　

②
子
ど
も
の
医
療

費
等
助
成
（
義
務
教
育
終
了
時
ま
で
医
療
費

を
助
成
）　

③
独
身
者
へ
の
婚
活
支
援
（
結

婚
サ
ポ
ー
ト
事
業
、
婚
活
住
宅
の
支
援
）　

④
学
力
向
上
対
策
（
全
小
学
校
に
学
習
補
助

員
の
設
置
、高
校
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
指
定
）

な
ど
の
事
業
を
現
在
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、
市
民
の
意
見
も

お
聞
き
し
な
が
ら
、
ま
た
、
人
口
減
や
少

子
高
齢
化
が
著
し
く
過
疎
化
が
進
行
す
る
自

治
体
や
広
島
県
と
も
情
報
共
有
を
図
り
な
が

ら
、
本
市
の
少
子
化
・
子
育
て
支
援
対
策
を

さ
ら
に
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

な
お
、
広
島
県
に
お
け
る
合
計
特
殊
出
生

率
は
全
国
で
ト
ッ
プ
水
準
に
有
り
、
こ
れ
は

広
島
県
の
「
子
育
て
支
援
」
対
策
の
大
き
な

成
果
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

湯
﨑
知
事
は
、
先
般
全
国
10
県
か
ら
な
る

知
事
さ
ん
と
「
子
育
て
同
盟
」
を
結
ば
れ
ま

し
た
。
ト
ッ
プ
自
ら
が
、
子
育
て
に
対
し
て

主
体
性
を
持
ち
、
知
事
レ
ベ
ル
で
議
論
さ
れ

た
こ
と
は
、
意
義
あ
る
も
の
と
し
て
敬
意
を

表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

58
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①正しい歯みがきと練習方法
　歯みがきの習慣をつけるためには、口にさわられるこ
とから慣れていくようにしましょう。手のひらでお子さ
まのほっぺをさわったり、人差し指のはらで唇をさわる
など遊びのなかに取り入れてみてください。
　歯ブラシを使う時期がきたら、しっかりみがくという
よりは「歯ブラシに慣れる」という気持ちで、ゆったり
構えて始めましょう。

②歯みがきの基本は「楽しむ」「ほめる」「慣れさせる」
　●「楽しい！」と感じる雰囲気をつくりましょう。
　●みがいた後は、たくさんほめてあげましょう。
　●繰り返して習慣にしていきましょう。

③歯ブラシの選び方と仕上げみがき
　歯ブラシは毛先が短く、毛が密集し柔らかめのものを
選びましょう。鉛筆を持つように少し短めに持ち、歯ブ
ラシを歯の表面に直角に当てて、数秒間小さく震わせる
ようにしてみがきます。抱っこみがきや、寝かせみがき
で行ってみましょう。
　
④歯とあごを育てる正しい食生活
　●規則正しい食生活の習慣をつくりましょう！　
　　　離乳食やおやつの時間を決めて、お腹を空かせて
から食べると、唾液の分泌が盛んになり、むし歯の
予防につながります。

　●離乳食期に味覚の幅を広げましょう！　
　　　いろいろな食材を用いて離乳食を作ると、好き嫌
いの予防にもなります。

　●よくかんで食べる習慣をつけましょう！
　　　よくかむことで、あごが発育し、丈夫な歯がつく
られます。「よくかんで食べようね。」と声をかけて
あげましょう。

　安芸高田市では、育児相談で個別に歯科相談を受け
ています。また、健康診査の機会には歯科診察のほか
ブラッシング指導なども実施しています。さらに、す
くすく教室では離乳食の実演・試食と一緒に、お口の
ケアについて話をしています。
　ぜひ、このような機会を利用して、積極的にお子さ
まの歯を守っていきましょう。

★６月４日～６月10日は　　
　「歯と口の健康週間」です★

ハッピープレママサロン
～妊娠中からの子育てを応援します～

日　時 場　所 内　　　容 担当

６月25日(火)
(10:00～12:00)

中央保健
センター
３階

第３回「赤ちゃんとの出会い、
キラキラ新生活☆」

★妊娠中から始めるエクササイ
ズで骨盤ケア♪
★出産について♪
★赤ちゃんとの生活♪
　（沐浴・抱き方・おむつ替え
にチャレンジ）等

助産師

保健師

【対　象　者】妊婦さん（状態が安定している方）と家族
【持参する物】母子健康手帳・お茶等
【参加と託児】参加には予約が必要です。託児希望がある場合

は、予約時にご相談ください。
※骨盤ケアのエクササイズを毎回行いますので、動きやすい服
装でおいでください。
※３回シリーズですが、いつからでも参加できます。次回は7月
30日（火）≪マタニティーライフを楽しもう～ママの変化とベ
ビーの成長、妊娠中の過ごし方等～≫を予定しています。
※予約先：保健医療課　 42-5633

月日 受付時間 主な対象町 会　場 相談内容 お 知 ら せ

６月
７日
（金）

10:00～
11:30 吉 田 町

中央保健
センター

●育児相談
●４か月児
相談
●２歳６か
月児相談

※4か月児相談、2歳6
か月児相談の対象児に
は個人通知します。

対象：4か月児相談は平
成25年2月生まれ。

　2歳6か月児相談は平
成22年12月生まれ。

※内容：身体計測・食生
活・歯・育児全般にお
ける相談

※現在使用している歯ブ
ラシをご持参ください。

13:00～
14:30

吉 田 町
美土里町

６月
14日
（金）

10:00～
11:30 甲 田 町

13:00～
14:30 向 原 町

６月
21日
（金）

10:00～
11:30 八千代町

13:00～
14:30 高 宮 町

対象町で来られない場合、他の対象町でも受けられます、事
前に保健医療課（ 42-5633）までご連絡ください。

子どもの歯を守りましょう！
～毎日の歯みがきと食生活を大切に～

【乳幼児健康教室】
すくすく教室　～すくすく離乳食～
★お口の発達にあった離乳食をすすめよう★
　赤ちゃんのお口の機能や発達に合わせた食べ方など分りやすく説明
します。離乳食を作って試食をします。

日　　時 場　所 申込期間 対　　象 持参物

６月28日（金）
10:00～11:30

中央保健
センター
　３階

６月21日

～

６月27日

★生後５か月児
～１歳６か月
児とその家族

お茶・
タオル

日　　時 場　所 申込期間 対　　象 持参物

６月19日（水）
10:00～13:30

クリスタル
アージョ　
１階　調理室

６月11日

～

６月18日

★１歳７か月児
～未就学児と
その家族

エプロン
（親子とも）
タオル
参加費300円

のびのび教室　～親子でクッキング～
★一緒に料理にチャレンジしてみよう！★
　親子で一緒に料理を作ります。いろいろな料理にチャレンジしなが
ら、「おいしい！楽しい！うれしい！」を感じ食べることの大切さを
みつけましょう。

※きょうだいでの参加の方は、託児もあります。
※参加希望の方は、保健医療課（ 42-5633）へお申し込み
ください。
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げんきな親子
子育て中のみなさんを応援するコーナー。 
子育てに関係する情報をいろいろ掲載します。

子育て支援センター
【プレイルーム】
　クリスタルアージョ１階にあるプレイ
ルームは、子育て中の親子が集い交流し

あえる場所です。３歳までのお子様向けのオモチャを置い
ていますので保護者の方と一緒にお気軽にご利用下さい。
おしゃべりをして、ホッと一息しませんか。
■場　　所　クリスタルアージョ１階　エレベーター正面
■利用時間　月曜日～金曜日　8：30～17：15

【子育て交流会】

■持ち物　水分補給の飲み物、汗拭きタオル、着替え等
■実際の活動時間は30分程度ですが、人数により時間延
長する場合がありますのでご了承ください。
■託児はありませんが、対象年齢ではないごきょうだいを
連れてこられても大丈夫です。
■ご利用は無料です。ご予約は必要ありません。
子育て支援センター（ 47‒1283）

【子育て相談】
　子育て支援センターでは、 家庭児童相談員・母子自立支
援員・保健師・子育て支援員が子育てに関する悩みなど相
談に応じています。 お子様と一緒にお気軽においでくだ
さい。 
〈電話での相談も受け付けています。〉
■受付時間　月曜～金曜日　8：30～17：15
子育て支援センター（ 47-1283）

と　　き と こ ろ 内　　容
６月13日（木）
10:15～10:30　受付
10:30～11:00　活動

クリスタルアージョ　１階
プレイルーム
（吉田町）

交流会
＊対象年齢　
　０歳

６月20日（木）
10:15～10:30　受付
10:30～11:00　活動

クリスタルアージョ　１階
プレイルーム
（吉田町）

交流会
＊対象年齢　
　１歳

６月27日（木）
10:15～10:30　受付
10:30～11:00　活動

クリスタルアージョ　１階
プレイルーム
（吉田町）

交流会
＊対象年齢　
　２歳～４歳

月日・受付時間 対　　象 会　場
６月６日(木)
13:00～13:15

３歳児健康診査
・H21年12月生まれ

中央保健
センター

６月13日(木)
13:00～13:15

１歳６か月児健康診査
・H23年11月生まれ

中央保健
センター

６月20日(木)
13:00～13:15

乳児健康診査
・H24年８月生まれ

中央保健
センター

※健診内容は、診察、身体計測、食生活・歯・ことばなど育児
全般における個別相談。
※対象児には個人通知します。
保健医療課（ 42-5633）

園庭開放・体験入園日程
　子どもたちは友だちと遊んだり、 お母さんと遊んだりと楽
しい時間が過ごせます。 そのかたわらで、 お母さんたちは
育児の悩みなど情報交換もできます。 
●持参するもの　お茶・タオル・着替え

三戸 幸範さん、徳川 知代さん結婚式での一コマ。知代さんの
元教え子、可愛保育園を卒園した子どもと。（5月11日（土）撮影）

日　　　時 保育所（園）名 内　　　容

６月４日（火）
 9：30～11：00 かわね保育園

園 庭 開 放
10：00～11：10
ベビーマッサージ講習

６月４日（火）
10：00～11：30 吉田保育所 園 庭 開 放
６月５日（水）
 9：30～11：00 ふなさ保育園 園 庭 開 放
６月６日（木）
 9：30～11：30 向原こばと園 園 庭 開 放
６月７日（金）
10：00～11：30 吉田幼稚園 園 庭 開 放
６月11日（火）
 9：30～11：00 くるはら保育園 園 庭 開 放
６月11日（火）
10：00～11：30 吉田保育所 園 庭 開 放
６月12日（水）
10：00～11：30 甲立保育所 園 庭 開 放
６月13日（木）
 9：30～11：00 ひまわり保育所 園 庭 開 放
６月13日（木）
10：00～11：30 小田東保育所 園 庭 開 放
６月13日（木）
10：30～11：45 ひの川幼稚園 園 庭 開 放

（なかよし広場）
６月18日（火）
10：00～11：30 小原保育所 園 庭 開 放
６月18日（火）
10：00～11：30 吉田保育所 園 庭 開 放
６月20日（木）
 9：30～11：30 向原こばと園 園 庭 開 放
６月20日（木）
 9：30～11：00 みどりの森保育所 園 庭 開 放
６月21日（金）
10：00～11：30 吉田幼稚園 お た の し み 会

（ 園 庭 開 放 ）
６月25日（火）
10：00～11：30 吉田保育所 手作りおもちゃを作ってみよう
６月26日（水）
 9：30～11：30 入江保育園 園 庭 開 放
６月27日（木）
10：00～11：30 みつや保育所 体 験 入 園
６月27日（木）
10：30～11：45 ひの川幼稚園 園 庭 開 放

（なかよし広場）
◆下記の保育園は、随時園庭開放を行っております。行事の
都合がありますので、保育園にお問い合わせください。
刈田保育園　　　　 ５２－２０９９
八千代南保育園　　 ５２－３０４８
可愛保育園　　　　 ４３－１７７６
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迅速な搬送で市民の命を救う
ドクターヘリシミュレーション訓練
　５月１日から広島県ドクターヘリが本格運航
されるにあたり、４月１９日にドクターヘリの
シミュレーション訓練が安芸高田消防ヘリポー
トで行われました。
　普通自動車の単独事故を想定した訓練で、救
急隊も訓練に参加し、本当に事故が起こったか
のような臨場感のもと訓練が行われました。ド
クターヘリの導入で、患者の治療をいち早く開
始することができることにより、救命率の向上
や後遺症の軽減を図ることが期待されます。

電気で走る低公害車
安芸高田市・マツダ「デミオEV」納車
　安芸高田市は、温室効果ガスの削減に向けて低
公害車を積極的に導入することとしています。4
月22日（月）、マツダ株式会社が法人向けリース
を開始したデミオEV車を公用車として導入する、
納車セレモニーを、クリスタルアージョ正面玄関
ポーチで実施しました。
　新しく導入されたEV車は、エンジンや燃料タ
ンクを持たずに電気で動くため、走行中の二酸化
炭素排出量はゼロ。公用車としてEV車を導入す
るとともに、今後も市はエコを推進していきます。

バスを降りてすぐ横切るのはとても危ない！
吉田小学校バス交通安全教室
　4月19日（金）、吉田小学校のグラウンドで、バ
ス通学している児童約50名が、バスの安全な乗り
方、バスの中でのルールなどを学びました。特にバ
スを降りてすぐ道路を横切ることが、追い抜きや対
向してきた車両と事故に遭いやすいことを、実際に
バスの前後を横切って、全員で確認し合いました。
　教室の最後には、藤田美佐子校長が児童に「この
バスは小学校のためだけのバスではありません。安
芸高田市みんなのバスです。ルールを守って気持ち
よく乗りましょう」と呼びかけました。

八千代湖畔でカヌーの楽しさを学ぶ
カヌー体験教室開催！
　水上を滑るように進むカヌー。転覆の緊張感を感じ
ながら操るカヌーには独特の楽しさがあるのでしょ
う。
　4月29日（月）、八千代湖畔で小学生を対象とした
カヌー教室が開かれました。全国的なカヌーの選手を
輩出している安芸高田市。それは、身近にカヌーを練
習できる八千代湖があるからなのかもしれません。
　雄大な自然を眺めながらのカヌー。爽快感もきっと、
上達の手助けになるはずです。自由にカヌーを操るこ
とのできた小学生は、満面の笑みを浮かべていました。

21

アートを身近に体感
アートまつり in 向原５
　第5回目を迎えるアートまつり。4月21日（日）向原
農村交流館 やすらぎと芝生公園を舞台に、今年も大
勢のお客さんにアートの素晴らしさ、面白さを体験し
てもらいました。
　パフォーマンスや音楽など、芸術を肌で感じる催し
が会場のあちらこちらで開かれるアートまつり。芝生
公園に並んだフリーマーケットでは様々な作品が売ら
れ、会場を歩いていると、どことなく外国のまちを訪
れたような楽しさを味わえます。芸術が溢れたこの日、
訪れたお客さんとアートを通じて一体となりました。

ピース・アーチ・ひろしまプロジェクト
広島交響楽団 弦楽四重奏＋ヴァイオリン＆ピアノ アンサンブル
　広島交響楽団の演奏する美しい演奏に人々はうっと
り。心に沁み入る音色が人と人を繋ぐ懸け橋となりま
す。
　4月27日（土）、高宮田園パラッツォが音楽で一体
となりました。ヴァイオリン＆ピアノ アンサンブル
の行われた第一部、広島交響楽団 弦楽四重奏の行わ
れた第二部。「エルガー：愛のあいさつ」などのクラシッ
クの名曲に酔いしれ、そして「久石譲：映画『魔女の宅
急便』～海の見える街」などのおなじみの曲にうっと
りとする。みんなで、響き渡る音色に聞き入りました。

熱演!!伝統の壇尻屋台
吉田の市入祭
　300年以上の伝統を保つ壇尻屋台。その、京都祇園祭の山鉾をかたちどったも
のといわれる屋台こそ、子どもたちの熱演の舞台になります。
　5月5日（日）、吉田町商店街で吉田の市入祭が行われました。壇尻子供歌舞伎は、
「千歳山」で郡山懐古三矢訓 清大社 出会いの場が、「八雲山」では、鎌倉三代記 三浦
別れの段が吉田中学校の生徒により演じられました。毎年行われる壇尻子供歌舞伎。
商店街を屋台が通り、子どもたちが見えをきるたび、拍手が起こります。やまめの
つかみ取り大会やフリーマーケットなど、盛りだくさんの内容で行われた市入祭。
多くのお客さんと地域が一体となって、子どもの日を楽しみました。

八雲山 千歳山
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安芸高田警察署交通ミニコーナー
●平成25年交通事故発生状況（年間累計）

人身事故

区　分 本年 前年 前年同期比増減数

49件

2人

55人

44件

3人

56人

5件

－1人

－1人

死 者 数

負傷者数

H25.4末現在
安芸高田警察署管内

減らそう犯罪

○梅雨期の交通事故防止
　雨の日はスリップ事故が多発します。次の事に注意しましょう。
・晴れの日よりも速度を控えめに
・スリップ防止のため「急」のつく、急発進、急ブレーキ、急加
速をしない

・タイヤ、ワイパーの整備を

●6月の交通事故警戒日（過去の交通事故統計に基づく）　
17日（月）・18日（火）・21日（金）・25日（火）

点滅で　止まれる君は　金メダル
(平成25年広島県交通安全年間スローガン)

63

※高齢者・自転車・横断中の事故が増加。
・ドライバーは、前方をよく見るとともに、思いやりを持った運転を心がけましょう。
・歩行者自転車は交通ルールを確実に守るとともに、安全確認を徹底しましょう。
※交差点における出会頭事故が多発。
・交差点では、必ず徐行・停止で安全確認をしましょう。
法令遵守と道路状況に応じた適正速度、車間距離の保持、確実な安全確認をお願いします。

送り付け商法
　高齢者を狙った詐欺が全国で急増していま

す。

　注文していない健康食品などの商品を突然送

り付け、電話で「注文の記録がある」「裁判所

へ訴える」「弁護士と家へ行く」と言って脅

し、代金を払わせる手口です。

　受け取りはきっぱりと断って!

買え買え詐欺
　外貨購入投資・震災復興・

美術品購入名目に、何人もの

役柄が次々に電話をかけてだ

ます手口です。

甘い儲け話はありません!

一人で悩まず、周囲の人にまず相談!

送り付け商法、買え買え詐欺　急増中
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甲
種
防
火
管
理
講
習
会
の

開
催
に
つ
い
て

　

防
火
管
理
者
は
、
飲
食
店
、
旅
館
、

物
品
販
売
店
、
病
院
な
ど
多
数
の
人
が

出
入
り
す
る
建
物
で
収
容
人
員
が
30
人

以
上
、
学
校
、
工
場
、
事
務
所
な
ど
特

定
の
人
が
出
入
り
す
る
建
物
で
、
収
容

人
員
が
50
人
以
上
は
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
21
年
４
月
１
日
か
ら
は

火
災
発
生
時
に
自
力
で
避
難
す
る
こ
と

が
著
し
く
困
難
な
人
が
入
所
す
る
社
会

福
祉
施
設
等
は
、
収
容
人
員
が
10
人
以

上
の
も
の
も
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

人
事
異
動
な
ど
で
、
防
火
管
理
者
が

不
在
と
な
っ
た
事
業
所
は
、
こ
の
機
会

に
資
格
を
取
得
し
て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間

　

６
月
28
日
（
金
）
ま
で

■
講
習
日
時

　

７
月
25
日
（
木
）・
26
日
（
金
）

　

１
日
目　

９
時
〜
16
時
30
分

　

２
日
目　

９
時
〜
12
時

■
講
習
場
所

　

安
芸
高
田
市
消
防
本
部
他

■
問
い
合
わ
せ

　

消
防
本
部
予
防
課
指
導
係
ま
で

０
８
２
６

－

４
２

－

３
９
５
１

危
険
物
安
全
週
間

　

６
月
２
日（
日
）か
ら
６
月
８
日（
土
）

ま
で
の
間
は
危
険
物
安
全
週
間
で
す
。

　

危
険
物
と
は
、
消
防
法
で
定
め
ら
れ

て
い
る
も
の
で
、
一
般
的
に
次
の
よ
う

な
危
険
性
を
持
っ
た
物
品
を
い
い
ま
す
。

１　

火
災
発
生
の
危
険
性
が
大
き
い

２　

火
災
拡
大
の
危
険
性
が
大
き
い

３　

消
火
の
困
難
性
が
高
い

　

私
た
ち
の
身
近
な
も
の
で
は
ガ
ソ
リ

ン
、
灯
油
、
油
性
塗
料
、
エ
ア
ゾ
ー
ル

製
品
な
ど
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
ら
の「
危

険
物
」
は
、
そ
の
取
扱
い
を
誤
る
と
、

災
害
を
引
き
起
こ
す
危
険
性
が
高
く
、

火
災
に
な
っ
た
場
合
は
、
そ
の
急
激
な

拡
大
や
爆
発
に
よ
り
多
く
の
生
命
や
財

産
を
一
瞬
に
し
て
奪
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
危
険
物
を
取
り
扱
う
場
合
は
、
油

断
す
る
こ
と
な
く
、
細
心
の
注
意
を
払

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

危
険
物
の
取
扱
い
に
注
意
！

　

ガ
ソ
リ
ン
を
ポ
リ
容
器
に
入
れ
る
こ

と
は
、
火
災
や
爆
発
事
故
を
招
く
恐
れ

が
あ
り
、
大
変
危
険
で
す
。

■
防
火
安
全
上
の
注
意
事
項

・
ガ
ソ
リ
ン
や
軽
油
等
を
入
れ
る
容
器

は
、
消
防
法
令
に
適
合
し
て
い
る
も

の
に
し
て
く
だ
さ
い
。

※
灯
油
用
ポ
リ
容
器
に
ガ
ソ
リ
ン
を
入

れ
た
場
合
、
液
面
の
揺
れ
で
静
電
気

が
た
ま
り
着
火
す
る
危
険
が
あ
り
ま

す
。

・
買
い
だ
め
、
大
量
保
管
は
、
大
き
な

火
災
と
な
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
の

で
控
え
て
く
だ
さ
い
。

・
セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド
で
は
、
利
用
者
が

直
接
容
器
に
入
れ
る
こ
と
は
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。

・
草
刈
機
等
の
混
合
燃
料
用
と
し
て
、

ガ
ソ
リ
ン
を
容
器
へ
小
分
け
し
て
も

ら
う
場
合
も
、
基
準
に
適
合
し
た
ガ

ソ
リ
ン
携
行
缶
を
使
用
す
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

・
ラ
ベ
ル
の
付
い
た
確
か
な
製
品
を
選

び
ま
し
ょ
う
。

　
「
試
験
確
認
済
証
」
が

安
心
の
印
で
す
。

平
成
25
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

「
消
す
ま
で
は心

の
警
報Ｏ

Ｎ
の
ま
ま
」

火 災

救 急

救 助

そ の 他

6件
（17件）

129件
（478件）

1件
（7件）

3件
（6件）

4月
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食生活に関するご相談は、お気軽に保健医療課　栄養士にお問い合わせ下さい。（ ４２－５６３３）

安芸高田市食生活改善推進協議会
保健医療課　栄養士

【インフォメーション】

健康あれこれ
健康あきたかた21
イメージキャラクター

食育ってなあに？　・・「食べること」は「生きること」！！
日々忙しい生活を送る中で、毎日の『食』の大切さを忘れていませんか？　食に関心を持ち、楽しみながら食について考えていきましょう！！

ブロッコリーのかにあんかけ

（ひとり分　エネルギー：28kcal、塩分:0.8g）

私たちが紹介しま
す

安芸高田市食生活改善推進協議会
甲　田　支　部

たかみや湯の森温泉ウォーキングプール健康教室
 保健医療課　 ４２－５６３３

　水中では腰や膝に無理な負担をかけることなく歩くこ
とができ、普段使わない筋肉の回復や維持、増進を図る
ことができます。

コ ー ス
肩こり・腰痛・膝痛の軽減、

予防コース
（10時～11時）

体脂肪燃焼
コース

（19時～20時）

対　 象
高宮･
美土里
地域の方

吉田･
八千代
地域の方

甲田･
向原
地域の方

市内全域

と　 き

７月22日

～

９月２日
毎週月曜日

７月18日

～

９月５日
毎週木曜日

７月26日

～

９月13日
毎週金曜日

７月18日
～

９月５日
毎週木曜日

午前10時～11時　7回コース
※希望者には無料で送迎があり
ます。

※定員に余裕があれば対象地域
以外からも参加できます。

　ただし、送迎はありません。

午後７時～
８時
７回コース

申込期間 6月6日（木）～6月27日（木）

と こ ろ たかみや湯の森温泉ウォーキングプール

定 員 17名（定員を超える場合、新規申し込み
の方を優先とさせていただきます。）

参 加 費 2,100円（温泉プール利用料1回につき
500円は別料金）

申 込 先 たかみや湯の森　 59-0059

安芸高田市吉田温水プール健康教室
メタボリック症候群予防教室　平成25年度　第2期
メタボリック症候群を解消して心も体もすっきり爽快！
 保健医療課　４２－５６３３

【午前の部】　７月２日～９月24日　火曜日　※８/13休み
　　　　　　午前10時～午前11時　12回コース
【昼の部】　　７月５日～９月27日　金曜日　※８/16休み
　　　　　　午後1時～午後2時　12回コース
【夜の部】　　７月５日～９月27日　金曜日　※８/16休み
　　　　　　午後7時～午後8時　12回コース
■対　　象　安芸高田市に住民票がある方
　　　　　　・メタボリック症候群の予防、改善をしたい方
　　　　　　・肥満予防、解消をしたい方
■定　　員　各部40名　
■参 加 費　3,600円（施設使用料1回400円は別料金）
■送迎定員　20名（送迎は午前・昼の部のみ）
【障害者の部】　７月２日～９月24日　火曜日　※８/13休み
　　　　　　午後２時～午後３時　12回コース
■対　　象　安芸高田市に住民票があり、障害者手帳

をお持ちの方
　　　　　　・メタボリック症候群の予防、改善をしたい方
　　　　　　・肥満予防、解消をしたい方
　　　　　　※なお、この教室は医師の診断書が必要

です（新規参加者のみ）
■定　　員　10組
■参 加 費　1,800円（施設使用料免除）
■送迎定員　14名
※定員になり次第締め切ります
※乗車人数に限りがあるため、車での来館可能な方は
自車での来館をお願いいたします
・ 　安芸高田市吉田温水プール
47-1210（水曜休館日）
※6/15（土）申込み開始

6月は食育月間です

け
（作り方）

① ブロッコリーは、小房に
分けて茹でる。

②かに缶、中華だし、おろししょ
うが、しょうゆを鍋に入れて火
にかけ、ひと煮たちしたら、水
で溶いたかたくり粉でとろみ
をつける。
③ 器に①を盛り、②をか

けてかいわれ大根
を添える。

（材料４人分）

ブロッコリー ………200g
かいわれ大根 …1/2パック
かに缶 …………………40g
中華だし ……………300cc
おろししょうが …小さじ2
しょうゆ …………小さじ2
かたくり粉 ……………適量

今月の食
材

ブロッコ
リー

25

健
康

い
い

カ
ラ
ダ

　

現
在
交
付
さ
れ
て
い
る
認
定
証
の
有
効

期
限
は
原
則
平
成
25
年
7
月
31
日
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

現
在
認
定
証
が
交
付
さ
れ
て
い
る
対
象

者
の
方
に
は
、
7
月
中
に
更
新
案
内
と
更

新
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
平
成
25

年
8
月
以
降
も
認
定
証
が
必
要
な
方
は
改

め
て
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
70
歳
以
上
で
平
成
25
年
度
の
市

民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
国
保
世
帯
の
方

に
は
認
定
証
は
交
付
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

・
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

・
認
印

【
申
請
場
所
】

　

保
健
医
療
課
又
は
各
支
所
窓
口
係

◎
限
度
額
適
用
（
標
準
負
担
額
減
額
）
認

定
証
と
は
？

　

こ
の
認
定
証
を
医
療
機
関
等
に
あ
ら
か

じ
め
提
示
す
る
と
、
医
療
機
関
等
の
窓
口

で
の
支
払
い
が
限
度
額
ま
で
と
な
る
こ
と

や
、
市
民
税
非
課
税
の
世
帯
の
方
は
入
院

時
の
食
事
代
等
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

◎
ど
う
し
て
有
効
期
限
が
あ
る
の
？

　

認
定
証
の
適
用
区
分
は
国
保
世
帯
の
市

民
税
の
課
税
状
況
や
所
得
額
に
よ
っ
て
決

ま
り
ま
す
。
毎
年
8
月
に
所
得
額
等
の
見

直
し
を
行
い
ま
す
の
で
、
有
効
期
限
を
原

則
7
月
31
日
と
し
て
お
り
ま
す
。

保
健
医
療
課

４
２

－

５
６
１
９

国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用
（
標
準
負

担
額
減
額
）
認
定
証
の
更
新
に
つ
い
て

　
「
歯
の
健
康
」
は

虫
歯
、
歯
周
病
を
予
防
し
、

い
つ
ま
で
も
自
分
の
歯
で
お
い
し
く
食
べ
よ
う
。

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
1
日
3
回
の
歯
磨
き
の
推
進
や
歯
科
健
診
の
勧
奨
な
ど
、

歯
の
健
康
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

歯
は
全
身
の
健
康
の
原
点
で
す
。

　

食
べ
る
た
め
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
器
官
が
『
歯
』。
と
こ
ろ
が
歯
の
寿

命
は
、
長
く
な
っ
た
平
均
寿
命
に
追
い
つ
い
て
お
ら
ず
、
歯
周
病
と
虫
歯
に

よ
っ
て
多
く
の
歯
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。
歯
ぐ
き
に
炎
症
が
あ
る
歯
周
病
の

人
は
成
人
の
8
割
を
占
め
て
お
り
、
歯
周
病
は
糖
尿
病
や
心
臓
病
と
同
じ
よ

う
に
生
活
習
慣
病
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
歯
周
病
と
全
身
の
健
康
と
の
関
係
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
判
明
し
、

糖
尿
病
の
人
は
歯
周
病
に
な
っ
て
い
る
人
が
多
く
、
ま
た
、
歯
周
病
と
心
臓

病
・
肺
炎
・
低
体
重
児
の
出
産
・
骨
そ
し
ょ
う
症
な
ど
と
も
関
連
が
深
い
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

歯
周
病
は
、
成
人
の
み
な
ら
ず
5
歳
か
ら
14
歳
の
若
年
層
に
お
い
て
も
歯

ぐ
き
に
炎
症
が
み
ら
れ
て
い
ま
す
。
歯
周
病
は
若
い
う
ち
か
ら
の
予
防
が
と

て
も
大
切
と
な
り
ま
す
。

歯
と
口
の
中
を
清
潔
に
保
ち
ま
し
ょ
う
。

　

お
口
の
中
を
清
潔
に
保
つ
こ
と
は
全
身
の
健
康
に
良
い
影
響
と
な
り
ま
す
。

　

も
の
を
食
べ
た
ら
、
歯
と
歯
の
間
、
歯
と
歯
ぐ
き
の
境
目
、
奥
歯
の
噛
み

合
わ
せ
な
ど
の
食
べ
物
の
溜
ま
り
や
す
い
と
こ
ろ
を
丁
寧
に
磨

き
ま
し
ょ
う
。
歯
ブ
ラ
シ
も
少
な
く
て
も
１
か
月
を
目
安
に
交

換
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
歯
間
ブ
ラ
シ
や
フ
ロ
ス
を
上
手
に
利

用
し
て
歯
垢
を
除
去
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

歯
科
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

特
定
健
診
や
が
ん
検
診
と
同
じ
よ
う
に
、
歯
の
健
康
診
断
を
受
け
て
虫
歯

や
歯
周
病
な
ど
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
ま
し
ょ
う
。
そ
の
た
め
に
も
か
か
り
つ
け

の
歯
科
医
院
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。
か
か
り
つ
け
の
歯
科
医
院
は
生
涯

に
わ
た
っ
て
歯
と
口
の
健
康
を
保
つ
た
め
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
り
ま
す
。

歯
と
口
の
健
康
週
間

　

毎
年
6
月
4
日
か
ら
1
週
間
展
開
さ
れ
て
い
る
「
歯
の
衛
生
週
間
」
が
今

年
度
か
ら
「
歯
と
口
の
健
康
週
間
」
と
名
称
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
機
会

に
歯
や
お
口
の
健
康
状
態
を
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

健
康
あ
き
た
か
た
21　

〜
食
生
活
・
歯
の
健
康
部
会
〜

安芸高田市 県平均 県内順位

一　　般 27,878 23,773 4

退職本人 26,331 28,556 18

退職扶養 59,763 22,248 1

全被保険者 28,455 23,999 4

（※県内順位・・県内23市町で1人当たり費用額が高い順）

平成25年2月診療分
1人当たり費用額（単位：円）

所得区分 3回目まで 4回目以降 入院時食事代 申
請

一　　般
80,100円

●医療費が267,000円
を超えた場合はその
超過額の1%を加算

44,400円

260円 必
要上位所得者

150,000円
●医療費が500,000円
を超えた場合はその
超過額の1%を加算

83,400円

市民税
非課税世帯 35,400円 24,600円

※90日まで210円
※90日を超えると160円

70歳未満の方の限度額（月額）及び入院時食事代

所得区分 外来＋入院
（世帯単位） 入院時食事代 申

請外来
（個人単位）

一　　般 12,000円 44,400円

260円 不
要現役並み

所得者 44,400円
80,100円

●医療費が267,000円
を超えた場合はその
超過額の1%を加算

低所得Ⅱ 8,000円 24,600円
※90日まで210円
※90日を超えると160円 必

要低所得Ⅰ 8,000円 15,000円 100円

70歳以上の方の限度額（月額）及び入院時食事代

※入院時食事代の90日判定は、過去12カ月の入院期間で判定され、申請が必要です

24



敬 称 略

敬 称 略
※このおよろこびとおくやみは掲載を承認さ
れた方のみ掲載しています。市外で届けら
れた方で名前の掲載を希望される方は、政
策企画課☎42-5612までご連絡ください。

松 浦 瑞
みず

葵
き

久 岡 知
とも

紘
ひろ

平田 ハルエ
中 田 　 綠
平 田 　 勲
村 川 久 子
盆子原 正治
德 川　 清
土 居　 隆
水 戸 久 江
作 田 茂 美

平 上 恵 子
升田 美知子

加 藤 郁 子
田 中 房 子

中村 保都枝
丸 岡 安 男
沖野 シゲコ
政 藤 夫

⻆ 保　 健
槇 原 高 子
神 田 政 明
中 村 小 澄
島 コシマ

住　 秋 子
今田 壽美江
山 田 　

上 野 信 夫
坂 本 八 郎
品 川 純 子
塲正 美佐子
青 野 芳 江
児 玉 一 彦
武井 ミヨコ
宮迫 ツキミ

増田 チヨコ
望月 ヨシコ
川 﨑 幸 治
津 田 一 臣
石見 ヤスヱ
井上 フミヱ
鹿瀬 智惠子

横 山 咲
さく

太
た

松 浦 虎
とら

聖
まさ

谷 本 晴
せ

成
な

野 間 優
ゆ

月
づき

上 岡 真
ま

桜
お

佐 賀 虹
なな

花
か

吉 田 町

（女）

（男）

（男）

（男）

（男）

（女）

（女）

（女）八千代町

向 原 町

吉 田 町
（ 桂 ）
（ 桂 ）
（ 桂 ）
（ 吉 田 ）
（ 吉 田 ）
（ 吉 田 ）
（ 常 友 ）
（ 常 友 ）
（ 小 山 ）
八千代町
（ 上 根 ）
（ 下 根 ） 

（ 勝 田 ）
（ 土 師 ）
美土里町
（ 本 郷 ）
（ 生 田 ）
（ 桑 田 ）
（ 北 ）
高 宮 町
（ 房 後 ）
（ 房 後 ）
（ 房 後 ）
（ 川 根 ）
（ 川 根 ）

（ 船 木 ）
（ 船 木 ）
（ 原 田 ）
甲 田 町
（高田原）
（高田原）
（高田原）
（ 浅 塚 ）
（ 浅 塚 ）
（ 浅 塚 ）
（下小原）
（上小原）

向 原 町
（ 有 留 ）
（ 有 留 ）
（ 有 留 ）
（ 坂 ）
（ 坂 ）
（ 長 田 ）
（ 戸 島 ）

88
82
66
83
64
94
62
88
89

24
82

79
96

97
82
96
92

83
83
63
85
92

88
95
87

76
94
64
87
92
74
101
92

92
88
86
88
92
94
98

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳
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